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なった．
5 月 6 日に AATS が開催される Los Angeles に移動

した．空港からダウンタウン内の会場付近にいくため
にはメトロかバスを乗り継ぐ必要があった．筆者は迷
わずにメトロの利用を選んだ．最寄りのメトロ駅であ
る Aviation/LAX までは無料の空港シャトルバスを利
用した．10 分ほどの乗車で到着すると思いきや，かな
り空港から離れた郊外まで走り続けるので，間違った
シャトルバスに乗ってしまったのではないかと不安に
なった．20 分以上走ると，周りには建物がほとんどな
い場所にポツンと駅があった．ここからGreen Lineに
乗ったのであるが，治安のあまりよくない地域のよう
で，怪しげな若者が大きなキャリーケースを持った筆
者のすぐ横にピタッと座り，筆者はしばらくジロジロ
と眺められた．内心はドキドキしたが，素知らぬふり
をして涼しい顔をしていたところ，諦めて立ち去って
いった．Willowbrook駅でBlue Lineに乗り換えた．こ
のメトロにはヒスパニック系の親子連れが結構乗って
いて，子供たちが騒ぎながらも筆者のことを珍しそう
に眺めていた．こちらからニコっと笑いかけたとこ
ろ，5～6 歳と思われる男の子が恥ずかしそうにはにか
んでいた．Blue Line がダウンタウンに近づいたとこ
ろでようやく地下に潜り始めた．目的地はこのメトロ
の終点である7th street/Metro Centerである．ダウン
タウンに入ると乗降客が急に増え始め，都会の普通の
メトロの様相を呈してきた．

Los Angeles 空港からダウンタウンの目的地までウー
バーでいくと 50 ドルはかかるのであるが，メトロを使
うと何と 1 ドル 75 セントしかかからなかった．ハラハ
ラドキドキしたものの，地元感をたっぷりと味わうこ
とができるメトロ旅であった．

（小野　稔）

新型コロナウイルス感染症の猛威が去り，海外渡航
のハードルがようやく下がってきた．American Asso-
ciation for Thoracic Surgery（AATS）から発表依頼
を受けて昨年5月にBostonに赴いた時には，日本出国
前に PCR の陰性証明を取得し，ワクチンの 3 回以上の
接種記録を準備する必要があった．海外渡航用の PCR
陰性証明は結構高額であった．日本への帰国のために
は米国出発前にさらに PCR の陰性証明が要求され
た．筆者は学会場内に設置された出張検査室で無料検
査を受けることができたが，仲介業者を介して米国の
クリニックで陰性証明を取得するための予約を取った
参加者はかなりの高額を支払ったようである．今年 5
月にはワクチンの接種歴の提示のみで出入国が可能と
なり，だいぶ気分的に楽であった．筆者は鉄道好きで
ある．今回の学会出張では，空港から公共交通のみを
利用して会場にいく計画を立てた．

5 月 4 日から 5 日にかけて，まず New York で開催
された Mitral Conclave に参加した．JFK 空港から会
場ホテルのあるManhattan Midtownへ鉄道を乗り継い
でいく方法には何通りかあることが分かった．一番簡
単な方法は AirTrain で最寄り駅までいってから地下鉄
に乗り換える方法であったが，1 時間以上かかること
が難点であった．そこで，AirTrain で Jamaica 駅にい
き，Long Island Rail Road（LIRR）に乗り換えてGrand 
Central 駅までいくことにした．LIRR の乗車時間はわ
ずか 25 分弱であった．車内の治安はよく，快適な乗
り心地であった．Manhattan 島に差し掛かるとトンネ
ルに入った．日本とは違いスマホは全くつながらなく
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